
　  効果・薬害等の注意
●使用量に合わせ薬液を調製し、使い切ってください。
●散布液調製の際はよくかき混ぜ、調製後はなるべく早く使用
してください。

●本剤薬液が害虫にむらなくかかるよう葉の裏表にていねいに
散布してください。散布液が直接害虫にかからないと効果が
期待できない場合があります。

●本剤は残効が短く、害虫の卵に対して効果が劣るため、害虫
の増殖期やほ場外からの飛び込み盛期には、5～7日間隔の
連続散布で使用するか、他剤とのローテーション散布で使用
してください。

●散布水量は対象作物の生育段階、栽培形態及び散布方法に
合わせて調節してください。

●散布直後の降雨が予想される場合は使用をさけてください。
●作物の幼苗期や軟弱徒長苗、高温時には使用しないでくだ
さい。

●おうとうの果実に薬害を生じるおそれがあるので、果実のあ
る時期は使用をさけてください。

●みずいも、せり、クレソン、くわい、じゅんさい、ひし、まこもた
け、れんこん及びわさびに使用する場合は、湛水状態で使用

しないでください。また、使用後14日間は入水しないでくだ
さい。

●みずかけな（水掛菜）に使用する場合は、ほ場内に水がない状
態で使用してください。また、使用後14日間は入水しないで
ください。

●ストロビルリン系薬剤との同時施用及び近接散布は、薬害を
生じるおそれがあるのでさけてください。

●防除効果が低下するおそれがあるため展着剤は加用しない
でください。

●展着剤としての使用に当たっての注意
・使用農薬の使用条件や使用上の注意事項を厳守してくださ
い。

・使用農薬の使用上の注意事項に薬害の生じやすい作物、気
象条件などが記載されている場合には、本剤の使用をさけ
てください。

●果実が果粉を形成する果樹類に使用する場合、果粉の溶脱を
生じるおそれがあるので無袋栽培の果実や有袋栽培の袋か
け前の果実がある時期は使用をさけてください。

●適用作物群に属する作物又はその新品種に使用する場合、
使用者の責任において事前に薬害の有無を十分確認して

から使用してください。特に初めて使用する場合は、病害虫
防除所等関係機関の指導を受けることをおすすめします。

　  安全使用上の注意
●眼に入らないよう注意してください。眼に入った場合には直
ちに水洗し、眼科医の手当を受けてください。使用後は洗眼
してください。

●使用残りの薬液が生じないよう調製し、使いきってください。
散布器具、容器の洗浄水等は河川に流さず、周囲に影響のな
い方法で処理してください。空容器は環境に影響のないよう
適切に処理してください。

火災時の措置：火災時は、適切な保護具を着用し水･消火剤等
で消火に努めてください。

漏出時の措置：漏出時は、保護具を着用し布･砂等に吸収させ
回収してください。

輸送上の注意：移送取扱いは、ていねいに行ってください。
廃棄上の注意：使用量に合わせ薬液を調製し、使い切ってくだ

さい。
保　　　　管：密栓し、直射日光をさけ、食品と区別して、冷涼

な所に保管してください。

○ : 防除効果が期待できる。　△ : 防除効果が弱い。　×: 防除効果が期待できない。

東京都千代田区丸の内二丁目1番1号（明治安田生命ビル）
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この印刷物は2025年11月現在の登録内容に準拠して作成しました。

封 

門

封 

門

フーモンの
最新情報・混用事例集は

こちら

殺虫・殺ダニ剤（気門封鎖剤）
殺菌剤・展着剤

殺虫・殺ダニ剤（気門封鎖剤）
殺菌剤・展着剤

殺菌剤分類 ー

殺虫剤分類 ー

①1000倍の高希釈倍率で、野菜類や果樹類に使用できます。
②アブラムシ類、ハダニ類、コナジラミ類、うどんこ病を同時に防除します。
③有効成分がすばやく害虫を包囲し、気門封鎖で窒息死させます。
④収穫前日まで何回でも使用できます。
⑤展着剤（殺虫剤・殺菌剤）として使用できます。

フーモンは物理的に対象害虫の気門を封鎖する剤で
あり、薬剤散布液が対象害虫に直接かからないと防除
効果が発揮されません。薬剤が十分にかかるように、
ムラなく、葉裏も含めていねいに散布してください。

対象害虫の密度が上がる前に散布してください。発生が
多い場合には、散布間隔を短くして散布してください。

薬剤抵抗性発現を避けるた
めに、対象害虫の密度を下げ
るローテーション剤としても
お使いいただけます。

展着剤は加用しないで
ください。

ハダニ類 アブラムシ類 コナジラミ類
卵
△

幼虫
○

成虫
○

幼虫
○

成虫
○

卵
△～×

幼虫
○

成虫
○

ハダニ類

ハダニ類、アブラムシ類

ハダニ類

野菜類

●殺虫・殺ダニ剤、殺菌剤として使用する場合

●展着剤として使用する場合

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 本剤の
使用回数

使用
方法

ポリグリセリン脂肪酸エステル
を含む農薬の総使用回数

1000倍

150～500ℓ
/10a

200～700ℓ
/10a

収穫
前日まで ー ー散布

うどんこ病

うどんこ病、ハダニ類
アブラムシ類、コナジラミ類

りんご

なし

きく
とうもろこし

果樹類
（りんご、なしを除く）

適用農薬名 作物名 使用量（希釈倍数） 使用方法

殺虫剤
殺菌剤 野菜類

きく

りんご
果樹類（りんごを除く）

10mℓ/散布液10ℓ（1000倍）

5～10mℓ/散布液10ℓ（1000～2000倍）
添加

●使用前にはラベルをよく読んでください。　●ラベルの記載以外には使用しないでください。　●小児の手の届く所に置かないでください。

殺虫活性の記号は、社内試験および公的委託試験の結果から当社独自に判断したものです。

●種類：ポリグリセリン脂肪酸エステル乳剤
●成分：ポリグリセリン脂肪酸エステル・・・・・・・・・・82.5%

 界面活性剤・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17.5%
●性状：淡黄色可乳化油状液体
●包装：ポリ容器（500㎖×20本/ケース）

●種類：ポリグリセリン脂肪酸エステル乳剤
●成分：ポリグリセリン脂肪酸エステル・・・・・・・・・・82.5%

 界面活性剤・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17.5%
●性状：淡黄色可乳化油状液体
●包装：ポリ容器（500㎖×20本/ケース）

特　　長

上 手 な
使 い 方

適用病害虫
と使用方法

殺　　虫
スペクトル

農林水産省登録
第23741号
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フーモンは日本化薬株式会社の登録商標です。

気門封鎖剤とは！ ▶ 害虫の気門（空気の出入り口）をふさぐことで、窒息死させる薬剤です。

殺虫・殺ダニ剤（気門封鎖剤）
殺菌剤・展着剤

殺虫・殺ダニ剤（気門封鎖剤）
殺菌剤・展着剤 有効成分が害虫を

すばやく狙いうち！！
有効成分が害虫を
すばやく狙いうち！！

1000倍希釈で
効かせます！

◆果樹類と野菜類のハダニ類を
効果的に防除する気門封鎖剤
です。

◆野菜類のアブラムシ類・コナジ
ラミ類・うどんこ病対策にも
使えます。

◆果樹類と野菜類のハダニ類を
効果的に防除する気門封鎖剤
です。

◆野菜類のアブラムシ類・コナジ
ラミ類・うどんこ病対策にも
使えます。

展着剤として
きくの殺虫剤・殺菌剤に
加用できるようになりました！

展着剤として
きくの殺虫剤・殺菌剤に
加用できるようになりました！

適用
拡大!






